























を構成していたことは、今夏いうまでもないところである。この三司は唐末五代に発展した節度使体制と同じ構成をもっていて、使・副使・判官・推官が置かれ、その下に孔目官系統の人吏や都押街等の街前系統の軍将・大将があり遥引官・客将等もあった。一ニ可は塩鉄・皮支・戸部の三部に分かれて、財政の収支を分掌したが、その外に勾院・部磨勘司並に帳司・都理欠司・都窓由 ・街司 開訴可等 所謂子可も置かれて、帳簿の検査・欠税の督促・証書の照
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（ 陳 西 安 撫 使 ）（褐部員外部知制諮）枢密直学士右諌議大夫知益州
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江准発運使天草閤符制翰林学士起日的合人（ 知 開 封 府 ）知制詰直学士院准南両漸体量安撫使起居合人知制詰工部員外郎宝文閣待制検正中書五房公事（ 判 軍 器 慌 ）
天点
以 凶 北 村 制 紘 一





















／『＇ r「／ー＼／ー、 ＂ r-、~， ，..『、／声、／ー、 f「 fヘ
?69 2五，9 257 256 2日250 2団 248 234 226 221 221 
＼ーノ '-' ＼ーノ 」J ＼ノ '-" '-" 」ノ ＼ノ 、ーノ 、｝ノ ' J  






（ 加 ）（ 加 ）／ー ＼／（＼／戸、、 r 、
315 309 296 2関


























































































穀者固有之失、然不能専也 於是乎有以簿諮 煩而不省、以銭穀為部而不問者失、叉居官者出入遷徒、有如郵舎、或未能尽識吏人之面、知職業之所、王、巳捨去失、臣頃者判度支勾院、甫二年耳、上白三可使、下至検法官 改易皆一伽、甚者或夏歴数人、錐有倍勤之人、夙夜民心以治共職、人情梢通、綱紀粗立、則捨之而去、後来者怠見各殊、則婦之所為、一比内廃壊 況怠悩之人 因循有且 佐川山使身、不臥公家者乎 如此而望太合有紅腐之．来、水衡有貫朽之銭、巨未知其期也 ・北宋の三司の性格



































































































































其 田 氏 法 而 白 一 謹 也 、











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































速応司、玉塵行陳栄・周二秀・侃成、：：水府司、篇師行命慶・沈林 周慶 ．照証司、浄髪行挑珍・桑誘 費栄、．
。 。 。
積財司、裁縫行陳一五 金賀 営琳 ：
。
放生司、錦鱗行楊百・包源 費政、斎僧司、糖餅行陸進・隙良・米文彬、
． ．  
荷日職司、背行銭匹・店柱・徐勝・談成等、
（M U  
とあって、これらは主修したものであり、これらの諸行の中には、曹行即ち曹司（州の人吏）の行があり、それが曲川職司を古一修している。更にここには主建したものもあげられており、その中に次のようなものも見えている。
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北 宋 の 一


















































































と見えて、街司の都押街は三年に 三班奉職に出で街佐は三年にして借職に出で、通引官・行首は五年 して三班奉職に出でた。こ 中 都抑街については前述 如く諸州都押街が三司大将になり、軍将が三司軍 になっているので、街司の都押街も三司大将がなっていたものであろう。街佐については前述の宋会要・職官・三司・街司の天聖七年十月の条に、
詔一一一一川、街一一川部抑街、依旧選差人、充其街佐、日今省罷発近、帰本司、例選差飲料或厨料後行二人、充子分、


























で、宋初には地方の諸州の人吏を三川 任用し 或はそれらの人員を整理して、その額 定めた。然し後には人吏が団結して、この人員整理 激しく反対した め、こ はあまり行われなかったよう ある。 だ宋初にはこれら吏の怠児を徴して、事務 改革を凶っ こともあった。これらの人吏は多く賄賂を取っていたので 神宗朝 余法行われると、その禄を増給された。一一一司 人吏は年功によって武官に賂進していて、その中にはかなり高い官たものもいた。叉こ 頃には在京の百可で 人吏が局毎に蒼額 守護神として、毎年秋に寮神会 行って その団結を凶り、共同 利益 守っ いた。従って 吋で人支整理が行われたとき、 れらの激しい抵抗 過っ も れらの聞にこ ような問結ができていたため あろう。 ような団結は、元代 なると地方では商人 行と同じく、曹行という組織になっていた。
三可の街司には多数の大将・軍将が属していて、各地の漕、運に従い、騎案の牧養や都水監の河川工事・軍器監の工

































































部 必 の 一 一
一 一日 が 見 え る 白
日「
皇宋
十朝綱要」巻八神
宗朝
・ 一
二
司使の中には郁必と呉充の問に王淘が見えている。
“同ヒによると、李承之と安宗との間に越品が見えている
。
げ「職官分紀」巻一三・コ一司の使の条参照。日「司馬温公文
集
」巻
二 三
論財利疏参照。
円「職官分紀」の三司の推官巡官参照。刀「容斎随宰」川宰巻一四祖宗親小事の条参照
0
1
「職官分紀」の
三司
の
三
部諸司属吏の条参照。
竹一「続資治通
鑑長編
」巻
一
八二
h t加枯元年
三月
発丑によると、このとき塩鉄副使李参は湖北安撫使に遷った。
β
官崎市定「王安石の吏士合一策
l
倉法を中心として」（「アジア史研究」一所収）参照。
M
この曹司即ち州や県の人吏については、拙著「宋代経済史研究」一一宋代州県の職役と膏吏の発展二宋代州県の職役とその変
質過程
凶宋代州
県
の人
吏参照。
お州の街前については向上拙
著
の
宋
代州県の職役と
膏吏
の発展
二宋
代州県の職役とその変質過程
ω
宋代の街前
参照
。
おなお王安石の「臨川文集」巻八七馬知節 神道碑参照。幻な 宋
会要
・食貨・漕運の天聖八年三月
三
日の
三
司の
言
参 照 。
おなお向上天
聖六年九月の嘉
州の
言及
び同七年
六月
七日の
三
司 の 一
汗参
照 。
汐拙稿「北宋に ける
三
司の興廃」
（ 「
駒沢史学」
」ハ ）
参 照 。
mN
同上参照
o
M
向上参照。
m A
この「六十分の
重難
」の六十分の分とは、
官
が一分毎に
幾らかの銭を支給
して、その漕運の費に充てさせたものをいうが、貫
一
難の場合には官の支給する費用はその漕運の費に足らないのである。（前掲拙著「宋代経済史研究」の宋代州県の職役と膏吏の発展の中の宋代の街前の項参照）。
MM
「宋史
’ 一 職
官志
の刑部の都
官郎
中・員外郎によると、これは徒流・配
隷を掌り
、
天下の役人と在京百司の人吏の籍や副尉（軍
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・大将）の
差使を行っていた
。なお五代宋初には武将で罪によって州の街前に反されたものが
多かった。これについては
前掲拙
著 一
01
代節度使の支配体制の街前の条参照。
M
このことは前述の宋会要・消運の天聖三年十月
二
十七日の釘州の言によっても判る。
MM
この文は「続資治通鑑長編」巻一
O
九天聖八年
三
月庚辰にも見えるが、これには「諸州軍の承引けれ・客司・街前の三司に赴い
て軍大将に補せられるものは、例として里正の役を免ずる」とある。
%乾輿元年十二月には当時役を免んぜられていた官僚や街前の聞を制限する限回法が行われた
。本文
はこれと関連があるもので
あろう。拙著「中国土地制度史研究」六宋代荘園制 発達参照。
竹川通引廿・行
首は共に通
引司に置かれたもので、行首も通引官と同じく渉外
事項
を行っていた。前掲拙著の五代節度使の支配体
制の客将
・
通引官参照。
話なおこれについては同条の照
寧七年
三月九日の条
参照
。
刃前掲拙
著「宋代経済史研究
」 一 一
宋代
州県の職役と膏吏の発展の中の宋代州県の人吏と南宋州県の脊吏の性格参照。
北宋の三司の性格ハ周藤）
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